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感染者・感染症状のある患者様の状況報告
【　東病棟　】　C型肝炎（＋）1名，MRSA（＋）1名，嘔吐・発熱・下痢なし。
【　西病棟　】　梅毒（＋）1名，発熱・下痢・嘔吐なし。

【　北病棟　】　梅毒（＋）2名，B型肝炎（＋）2名。発熱・下痢・嘔吐なし。
【　南病棟　】　B型肝炎（＋）2名，C型肝炎（＋）2名， 下痢・嘔吐なし。
【　青陽館　】　C型肝炎（＋）1名，発熱・下痢・嘔吐なし。

【　南寿の里　】　発熱・下痢・嘔吐なし。
【　南山苑　】　B型肝炎（＋）1名，褥瘡4名，発熱1～2名程度（褥瘡感染症によるもの）
【　南陽館　】　B型肝炎（＋）1名, C型肝炎（＋）1名，MRSA（＋）1名，梅毒（＋）1名。

サーベイランスについて

· 未入力部署→外来・LCPみさわ

· 今後も定期的な入力をお願いします。

　

施設巡視結果（8月分）について
→巡視場所：青南病院

【南山苑2階】

· トイレにポータブルトイレが置いてある。

· マットレスが手すりに立てかけられている。

· トイレの便座が割れている箇所がある。

【南山苑3階】

・スタッフオフィス内のシンクと窓が錆と水垢で汚れている。

施設巡視（9月分）について

· 巡視施設：青陽館・南陽館・南寿の里

· 担当者：岩藤良子さん、吉田幸平さん、本川沙織さん、橘康仁さんです。
※巡視日程が決まり次第、担当者へご連絡します。
インフルエンザ予防接種の実施に向けて

・企画書の決裁がおりました。

　→病院は11月11日（火）：南病棟／12日（水）：東病棟／13日（木）：西・北病棟の3日間

　　南山苑は11月4日から10日程度

・10月31日までに各部署で接種の希望確認を行い、リストを作成してください。
インフルエンザ罹患時の対応の見直しについて

（下記、資料参照）

· 職員の同居家族がインフルエンザに罹患した場合の対応について、現行は職員本人も出勤停止となっていますが、インフルエンザ感染症様の症状が無い場合は、条件つきで出勤可能としても良いのではないか？

· 流行の度合いによって、外出・泊や面会の中止，面会場所を限定する等、検討する。

次回の委員会開催について
・次回は10月9日（木）15：30からです。

・議事録担当は、岩藤良子さんです。

　インフルエンザ抗原検査（簡易検査キット）の実施基準について　












＜勤務制限について＞



※欠勤期間についてはこの限りではなく、医師の指示に従うこと

同居する家族がインフルエンザ感染症に罹患した場合


※家族が回復するまで･･･


→マスクを着用し、出勤可能。（出勤時・昼休憩・退勤時の計3回/日検温する。）


→インフルエンザ感染症様の症状が現れた場合は、直ちに退勤すること。


→業務内容として可能な限り、患者対応は避ける。





自身がインフルエンザ感染症に罹患した場合


→解熱後2日かつ発症後5日経過するまで出勤停止


→いずれも「診断書」と「就業復帰証明書」（計2通）提出
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飛沫感染対策


※経過観察





陽性


抗ウィルス薬処方


＋


飛沫感染予防策


※隔絶対応（個室）





“インフルエンザ疑い”とし、8時間以降に再検査実施
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飛沫感染予防策


※隔絶対応（個室）
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飛沫感染予防策


※隔絶対応（個室）





簡易検査実施





発熱　37.5℃以上または上気道症状


（発熱がなくても、周囲の流行状況や症状等から医師が必要と判断した場合）








